
 

平成 30年度 第 1回電磁界理論技術委員会 

第 101回 電子情報通信学会電磁界理論研究専門委員会 

合同委員会 議事録 

 

日時：平成 30 年 5 月 25 日(金) 15:40～17:00 

場所：機械振興会館 B3-1 会議室 

 

出席者：後藤委員長(防衛大)†‡、廣瀬委員長(東京大)‡、平山副委員長(北見工大)‡、 

尾崎委員(日本大)†、出口委員(同志社大)†、柏委員(北見工大)‡、阪本幹事(兵庫県立大) ‡、 

塩見委員(大阪大) ‡、松岡幹事補佐(九州産業大)‡、横田委員(宮崎大)‡、黒木幹事(都立高専)‡†、 

渡辺新幹事(福岡工大)‡、杉坂新幹事補佐(北見工大)‡、川口幹事(室蘭工大)†、中幹事補佐(九州保健福祉大)† 

†：電気学会，‡：電子情報通信学会 

 

配布資料： 

電気学会 

No.30-ETC1-1 平成 29 年度第 3 回電磁界理論技術委員会議事録（案） 

No.30-ETC1-2 第 119 回電気学会基礎・材料・共通部門 研究調査運営委員会 議事録（案） 

No.30-ETC1-3-1 20180406 EMT 幹事等候補者の配置方法につきましてのご報告 

No.30-ETC1-3-2 20180329 EMT 幹事等候補者の配置方法（修正版） 

No.30-ETC1-3-3 20180406 ご意見等（概要）とご回答等 

No.30-ETC1-3-4 20180406 EMT 幹事等候補者の配置方法（最終版） 

No.30-ETC1-4 平成 30 年度電磁界理論技術委員会名簿 

 

電子情報通信学会 

No.101-1 第 100 回電磁界理論研究専門委員会議事録（案） 

No.101-2 平成 29 年度研究専門委員会(特別研究専門委員会) 出納帳 

No.101-3 2018 年度版研専会場費申請書 

No.101-4 2018 年度エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞候補者の推薦について 

No.101-5 電子情報通信学会英文論文誌 C 小特集号（2019 年 1 月号）について 

No.101-6 2018 年 5 月電磁界理論研究会の終了報告 

No.101-7 2018 年度（平成 30 年度）電磁界理論研究会活動（報告と計画） 

No.101-8 第 12 回 APSAR 国内委員会／IGARSS 2019 実行委員会 議題 

No.101-9 平成 30 年度電磁界理論研究専門委員会構成 

No.101-10 EMT 幹事等候補者の配置方法についてのご報告 

  



 

電気学会 電磁界理論技術委員会 議事 

 

1. 平成 29 年度第 3回電磁界理論技術委員会議事録（案）について 

後藤委員長より資料 No. 30-ETC1-1 に基づき，前回議事録を確認し、了承された。もし後日気づいた

点などあれば、改めてご連絡いただきたい旨説明がなされた。 

 

2. 第 119回 A部門運営委員会議事録案について 

後藤委員長より資料 No. 30-ETC1-2 に基づき，第 119 回基礎・材料・共通部門研究調査運営委員会の

報告がなされた。 

 

3. EMT幹事等候補者の配置方法について（電子情報通信学会と合同議題） 

後藤委員長より資料 No. 30-ETC1-3 に基づき，EMT 幹事等候補者の配置方法についてのメール審議の

承認事項として、以下の通り説明がなされた。 

 

幹事の就任期間を原則として電子情報通信学会 2 年＋電気学会 2 年の計 4 年とする。ただし、電気学

会幹事 1 年目と電子情報通信学会英文特集号幹事を兼任する。電気学会幹事業務としては、下記の通り

とする。 

(1) 11 月 EMT シンポジウムまで電気学会幹事 2 年目（以降幹事[II]）が研究会企画連絡シートおよびプ

ログラムの作成業務を行う。電気学会幹事 1 年目（以降幹事[I]）は引き継ぎ準備を行う。 

(2) 11 月 EMT シンポジウム後は、幹事[I]が研究会企画連絡シートおよびプログラムの作成業務を行い、

幹事[II]は幹事[I]を補佐する。 

(3) 電子情報通信学会英文特集号幹事業務は幹事[I]が担当する。 

これに伴い、H30 年度は阪本幹事に電気学会幹事に就任頂く。ただし、西岡幹事は H30 年度のみの任期

とし、川口幹事（電気学会幹事 2 年目）の補佐をして頂く。 

 

幹事補佐の就任期間を原則として電子情報通信学会 2 年＋電気学会 2 年の計 4 年とする。電気学会幹

事補佐業務としては、下記の通りとする。 

(4) 11 月 EMT シンポジウムまで電気学会幹事補佐 2 年目（以降幹事補佐[II]）がホームページの更新、

合同委員会の議事録作成等の業務を行う。電気学会幹事補佐 1 年目（以降幹事補佐[I]）は引き継ぎ

準備を行う。 

(5) 11 月 EMT シンポジウム後は、幹事補佐[I]がホームページの更新、合同委員会の議事録作成等の業

務を行い、幹事補佐[II]は幹事補佐[I]を補佐する。 

ただし、H30 年度 11 月シンポジウム後から H31 年度末までは移行期として杉坂幹事補佐に電子情報通

信学会および電気学会の幹事補佐を兼務いただく。また、H31 年度は松岡剛志委員に電気学会幹事補佐

[II]としてご就任頂き（内諾済）、杉坂幹事補佐の補佐をして頂く。 

 

4. 平成 30年度電磁界理論技術委員会名簿 

後藤委員長より資料 No.30-ETC1-4 に基づき、平成 30 年度電磁界理論技術委員会構成について説明が

なされた。平田 1 号委員の退任が報告され、新 1 号委員の出口委員、新幹事の西岡委員が紹介された。

また、新幹事として阪本幹事および新 1 号委員として杉坂委員の就任について説明がなされ、承認され

た。 

以 上 

  



 

電子情報通信学会 電磁界理論研究専門委員会 議事 

 

1. 第 100回電磁界理論研究専門委員会議事録の確認 

廣瀬委員長より資料 No. 101-1 に基づき前回議事録の確認があり、承認された。もし後日気づいた点

などあれば、改めてご連絡いただきたい旨説明がなされた。 

 

2. 平成 29年度研究専門委員会活動費等収支決算報告 

松岡幹事補佐より資料 No.101-2 に基づき、平成 29 年度研究専門委員会活動費収支決算報告について

説明がなされ、承認された。 

 

3. 2018（平成 30）年度会場費の申請について 

松岡幹事補佐より資料 No.101-3 に基づき、平成 30 年度会場費の申請について説明がなされた。2018

年 5 月 26 日に開催される英文論文誌 C 編集委員会の会場費を研究専門委員会の会場費として申請し、

承認された旨説明がなされた。 

 

4. 2018年度総合大会エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞候補者の推薦について 

黒木幹事より資料 No. 101-4 に基づき、2018 年度総合大会エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞

候補者の推薦について、対象講演が 3 件、推薦枠が 1 件であったと説明がなされた。幹事団による審議

し推薦者を決定し、2018 年ソサイエティ大会エレソ学生奨励賞専攻委員会に推薦したと報告がなされ

た。 

 

5. 電子情報通信学会英文論文誌 C 小特集号（2019年 1月号）について 

阪本幹事より資料 No. 101-5 に基づき、電子情報通信学会英文論文誌 C 小特集号（2019 年 1 月発行）

について、Paper：9 編、Brief Paper：2 編の投稿があったことが報告された。現在は査読が終わった段階

で、翌日（2018 年 5 月 26 日）に第 1 回の編集委員会を東京大学工学部 2 号館 3 階電気系会議室 2 で開

催するとの説明がなされた。 

 

6. 2018年 5月電磁界理論研究会の終了報告 

阪本幹事より資料 No. 101-6 に基づき、2018 年 5 月の電磁界理論研究会について、当日（2018 年 5 月

25 日）に機械振興会館で行い、電子情報通信学会 6 件、電気学会 3 件、合計 9 件の発表があったとの説

明がなされた。 

 

7. 2018（平成 30）年度電磁界理論研究専門委員会活動計画 

黒木幹事より資料 No. 101-7 に基づき、2018（平成 30 年）度電磁界理論研究専門委員会の活動計画に

ついて以下の通り説明があった。 

 

(1) 電磁界理論研究会 

日程: 2018 年 5 月 25 日、場所: 機械振興会館 

(2) 電磁界理論研究会（光・電波ワークショップ） 

日程: 2018 年 7 月 19 日〜20 日、場所: 洞爺観光ホテル 

(3) 電子情報通信学会ソサイエティ大会 

日程: 2018 年 9 月 11 日〜14 日、場所: 金沢大学 

(4) 電磁界理論研究会（第 47 回電磁界理論シンポジウム） 



 

日程: 2018 年 11 月 15 日〜17 日、場所: 鳥取県皆生グランドホテル天水 

(5) 電磁界理論研究会（光関係合同研究会） 

日程: 2019 年 1 月 19 日〜20 日（予定）、場所: 大阪大学中之島センター（予定） 

(6) 電子情報通信学会総合大会 

日程: 2019 年 3 月 19 日〜22 日、場所: 早稲田大学 

 

8. 国際会議等の開催予定について 

廣瀬委員長より、資料 No. 101-8 に基づいて、2019 年に横浜で開催予定の IGARSS2019 の作業進展

状況の報告がなされた。 

 

9. 平成 30 年度電磁界理論研究専門委員会構成について 

黒木幹事より、資料 No. 101-9 に基づいて 2018 年度の電磁界理論研究専門委員会構成について説明

がなされ、新委員の阪本委員が紹介された。 

 

10. EMT 幹事等候補者の配置方法について（電気学会と合同議題） 

電気学会 後藤 電磁界理論技術委員会委員長より、資料 No. 101-10（電気学会資料 No.30-ETC1-3）に

基づき，EMT 幹事等候補者の配置方法についてのメール審議の承認事項として、以下の通り説明がなさ

れた。 

 

幹事の就任期間を原則として電子情報通信学会 2 年＋電気学会 2 年の計 4 年とする。ただし、電気学

会幹事 1 年目と電子情報通信学会英文特集号幹事を兼任する。電気学会幹事業務としては、下記の通り

とする。 

(1) 11 月 EMT シンポジウムまで電気学会幹事 2 年目（以降幹事[II]）が研究会企画連絡シートおよびプ

ログラムの作成業務を行う。電気学会幹事 1 年目（以降幹事[I]）は引き継ぎ準備を行う。 

(2) 11 月 EMT シンポジウム後は、幹事[I]が研究会企画連絡シートおよびプログラムの作成業務を行い、

幹事[II]は幹事[I]を補佐する。 

(3) 電子情報通信学会英文特集号幹事業務は幹事[I]が担当する。 

これに伴い、H30 年度は阪本幹事に電気学会幹事に就任頂く。ただし、西岡幹事は H30 年度のみの任期

とし、川口幹事（電気学会幹事 2 年目）の補佐をして頂く。 

 

幹事補佐の就任期間を原則として電子情報通信学会 2 年＋電気学会 2 年の計 4 年とする。電気学会幹

事補佐業務としては、下記の通りとする。 

(1) 11 月 EMT シンポジウムまで電気学会幹事補佐 2 年目（以降幹事補佐[II]）がホームページの更新、

合同委員会の議事録作成等の業務を行う。電気学会幹事補佐 1 年目（以降幹事補佐[I]）は引き継ぎ

準備を行う。 

(2) 11 月 EMT シンポジウム後は、幹事補佐[I]がホームページの更新、合同委員会の議事録作成等の業

務を行い、幹事補佐[II]は幹事補佐[I]を補佐する。 

ただし、H30 年度 11 月シンポジウム後から H31 年度末までは移行期として杉坂幹事補佐に電子情報通

信学会および電気学会の幹事補佐を兼務いただく。また、H31 年度は松岡剛志委員に電気学会幹事補佐

[II]としてご就任頂き（内諾済）、杉坂幹事補佐の補佐をして頂く。 

 

以上 

 


